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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）開放された受樋本体の上部を覆う有孔樋カバーと、
（ｂ）突出部の上側に載って屋根材を上から押さえる屋根押止片と、内樋側に入って樋カ
バーを上側から挟み込むカバー挟片とから成る押さえ部材上片と、該突出部の上側に載っ
た屋根押止片と、内樋側に載って樋カバーを下側から挟み込むカバー挟片と、その中間で
上記押さえ部材上片より樋カバーの厚みに対応させて長い段部を設けた押さえ部材下片と
から成る上側押さえ部材と、
（ｃ）屋根材の突出部の下側に沿って、これを下側から押さえる屋根押さえ片と、上記屋
根押さえ片の下側に沿ってこれを支える押片と、ナットの回転を抑止するナット抑え片と
、中間段部とから成る下側押さえ部材と、
（ｄ）上記上側押さえ部材及び下側押さえ部材の内樋側には、ボルト用通孔及び位置調整
の為の長孔を穿設すると共に締結用のボルト・ナット配して成ることを特徴とする樋カバ
ーの構造。
【請求項２】
（イ）軒先より内側に形成される屋根の内樋において、上面開放の箱形で独立して雨水を
貯留可能な受樋本体を内樋用凹部に沿って連設し、隣接する該受樋本体の間に寒暖差によ
る受樋本体の熱伸縮を吸収し得る幅寸法を有する断面コの字状のジョイント部を上側から
跨設し、該受樋本体の一部に貯留した雨水を地下部へと導くドレンを付設し、
（ロ）（ａ）開放された受樋本体の上部を覆う有孔樋カバーと、（ｂ）突出部の上側に載
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って屋根材を上から押さえる屋根押止片と、内樋側に入って樋カバーを上側から挟み込む
カバー挟片とから成る押さえ部材上片と、該突出部の上側に載った屋根押止片と、内樋側
に載って樋カバーを下側から挟み込むカバー挟片と、その中間で上記押さえ部材上片より
樋カバーの厚みに対応させて長い段部を設けた押さえ部材下片とから成る上側押さえ部材
と、（ｃ）屋根材の突出部の下側に沿って、これを下側から押さえる屋根押さえ片と、上
記屋根押さえ片の下側に沿ってこれを支える押片と、ナットの回転を抑止するナット抑え
片と、中間段部とから成る下側押さえ部材と、（ｄ）上記上側押さえ部材及び下側押さえ
部材の内樋側には、ボルト用通孔及び位置調整の為の長孔を穿設すると共に締結用のボル
ト・ナットを配し、
　（ハ）該樋カバーが菱形に形成したエキスバンドメタルから成り、その菱形が１２×３
０．５～３４×７６．２ｍｍの範囲で、且つ、菱形の長手方向が上下縦方向となるよう配
設して雪止め効果を有すること、
　を特徴とする内樋。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本願は、第１～第３の発明及びこれらの組み合わせの発明から成り、第１の発明は、一般
住宅、学校、集会所、病院等の大型屋根の内樋の構造に関し、更に詳細には、寒暖の差に
よる屋根材の伸縮亀裂を防止し、更に、降雪に対して滑り落ち防止効果を備えた内樋の構
造に関し、次いで、第２の発明は、上記内樋の開放上面を覆って、上記内樋の施工後でも
取り付けが容易なカバーの構造に関し、更に、第３の発明は、該カバーが構造が簡潔で且
つ雪止め効果を有するカバーの構造に関する。更に、これら第１～第３の発明を組み合わ
せた発明に関する。
【０００２】
【従来の技術】
内樋とは、軒先の設けられる一般の雨樋に対し、軒先から若干屋根の上部（内側）に配さ
れる樋をいう。
該内樋は、一般に、上側を開放した断面コの字型で横方向に延長させてトタン材を屈曲さ
せて成形し、これを接合部で重ね合わせ、その接合部を釘打ち等して結合させている。
そして、その成形は多く、現場施工であり、屋根の内樋を設けるべき位置に溝を形成し、
そこに防水シートを覆う方法に頼っている。
又、上記内樋には落ち葉等が侵入して詰まりの原因となるので網のキャップを施すのが望
ましいが、上記内樋を形成した後に現場で網体を成形してキャップに加工しなければなら
ず、極めて面倒な作業とならざるを得ない。
【０００３】
しかし、上記構造及び手法によれば、（ａ）春夏及び昼夜の寒暖の差によって、トタン材
等の金属製素材の屋根部材には熱膨張及び収縮が生じ、結合部に亀裂が起こり易く、漏水
を惹起する大きな原因となる。（ｂ）比較的複雑な形状の内樋の溝に合わせて現場でトタ
ン等を加工することは、熟練した職人の技を必要とすると共に、作業効率が悪く、施工費
が高価なものとなる等の欠点があった。
【０００４】
又、第二の問題は、上記内樋は、上側が開放されているので、そこから落ち葉等が侵入し
て、詰まりを起こす原因となるので、上面を覆うカバーを付設させる必要が生じるが、該
カバーは上記内樋を取り付けた後で取り付けねばならず、作業が極めて困難であった。
【０００５】
更に、第三には屋根に降雪があった場合に、その落下を防止する為に屋根に雪止めが必要
であり、従来、この雪止めは屋根材の一部に突起を出して滑動を防ぐのが一般的であるが
、構造的に複雑であり、工事費用が高いものとなっていた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
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これら欠点を解消すべく本発明はなされたもので、（ａ）寒暖差による熱収縮があっても
雨漏れを起こさず、且つ、工場生産したものを現場で組み立て可能な内樋の構造を開発し
、（ｂ）該内樋の施工後にあっても、取り付けが容易な樋カバーの構造を開発し、（ｃ）
更に、該樋カバーがそれ自身で雪止め効果を備える樋カバーを開発し、更にこれらを組み
合わせによる相乗的効果を導き出そうとするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本願第１の内樋の発明は、軒先より内側に形成される屋根の内樋において、上面開放の箱
形で独立して雨水を貯留可能な受樋本体を内樋用凹部に沿って連設し、隣接する該受樋本
の間に寒暖差による受樋本体の熱伸縮を吸収し得る幅寸法を有する断面コの字状のジョイ
ント部を上側から跨設し、該受樋本体の一部に貯留した雨水を地下部へと導くドレンを付
設したことを特徴として構成される。
【０００８】
又、第２の樋カバーの構造の発明は、（ａ）開放された受樋本体の上部を覆う有孔樋カバ
ーと、（ｂ）突出部の上側に載って屋根材を上から押さえる屋根押止片と、内樋側に入っ
て樋カバーを上側から挟み込むカバー挟片とから成る押さえ部材上片と、該突出部の上側
に載った屋根押止片と、内樋側に載って樋カバーを下側から挟み込むカバー挟片と、その
中間で上記押さえ部材上片より樋カバーの厚みに対応させて長い段部を設けた押さえ部材
下片とから成る上側押さえ部材と、（ｃ）屋根材の突出部の下側に沿って、これを下側か
ら押さえる屋根押さえ片と、上記屋根押さえ片の下側に沿ってこれを支える押片と、ナッ
トの回転を抑止するナット抑え片と、中間段部とから成る下側押さえ部材と、（ｄ）上記
上側押さえ部材及び下側押さえ部材の内樋側には、ボルト用通孔及び位置調整の為の長孔
を穿設すると共に締結用のボルト・ナットを配して成る。
【０００９】
上記第１と第２の発明を組み合わせて、（イ）軒先より内側に形成される屋根の内樋にお
いて、上面開放の箱形で独立して雨水を貯留可能な受樋本体を内樋用凹部に沿って連設し
、隣接する該受樋本の間に寒暖差による受樋本体の熱伸縮を吸収し得る幅寸法を有する断
面コの字状のジョイント部を上側から跨設し、該受樋本体の一部に貯留した雨水を地下部
へと導くドレンを付設し、（ロ）（ａ）開放された受樋本体の上部を覆う有孔樋カバーと
、（ｂ）突出部の上側に載って屋根材を上から押さえる屋根押止片と、内樋側に入って樋
カバーを上側から挟み込むカバー挟片とから成る押さえ部材上片と、該突出部の上側に載
った屋根押止片と、内樋側に載って樋カバーを下側から挟み込むカバー挟片と、その中間
で上記押さえ部材上片より樋カバーの厚みに対応させて長い段部を設けた押さえ部材下片
とから成る上側押さえ部材と、（ｃ）屋根材の突出部の下側に沿って、これを下側から押
さえる屋根押さえ片と、上記屋根押さえ片の下側に沿ってこれを支える押片と、ナットの
回転を抑止するナット抑え片と、中間段部とから成る下側押さえ部材と、（ｄ）上記上側
押さえ部材及び下側押さえ部材の内樋側には、ボルト用通孔及び位置調整の為の長孔を穿
設すると共に締結用のボルト・ナットを配して成る内樋の発明を構成する。
【００１０】
更に、第３の樋カバー発明は、菱形に形成したエキスパンドメタルから成り、その菱形が
１２×３０．５～３４×７６．２ｍｍの範囲で、且つ、菱形の長手方向が上下縦方向とな
るよう配設して雪止め効果を有することを特徴として構成される。
【００１１】
更に、上記第１の発明と第２の発明と第３の発明を組み合わせて、（イ）軒先より内側に
形成される屋根の内樋において、上面開放の箱形で独立して雨水を貯留可能な受樋本体を
内樋用凹部に沿って連設し、隣接する該受樋本の間に寒暖差による受樋本体の熱伸縮を吸
収し得る幅寸法を有する断面コの字状のジョイント部を上側から跨設し、該受樋本体の一
部に貯留した雨水を地下部へと導くドレンを付設し、（ロ）（ａ）開放された受樋本体の
上部を覆う有孔樋カバーと、（ｂ）突出部の上側に載って屋根材を上から押さえる屋根押
止片と、内樋側に入って樋カバーを上側から挟み込むカバー挟片とから成る押さえ部材上
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片と、該突出部の上側に載った屋根押止片と、内樋側に載って樋カバーを下側から挟み込
むカバー挟片と、その中間で上記押さえ部材上片より樋カバーの厚みに対応させて長い段
部を設けた押さえ部材下片とから成る上側押さえ部材と、（ｃ）屋根材の突出部の下側に
沿って、これを下側から押さえる屋根押さえ片と、上記屋根押さえ片の下側に沿ってこれ
を支える押片と、ナットの回転を抑止するナット抑え片と、中間段部とから成る下側押さ
え部材と、（ｄ）上記上側押さえ部材及び下側押さえ部材の内樋側には、ボルト用通孔及
び位置調整の為の長孔を穿設すると共に締結用のボルト・ナットを配して成り、（ｃ）該
樋カバーが菱形に形成したエキスパンドメタルから成り、その菱形が１２×３０．５～３
４×７６．２ｍｍの範囲で、且つ、菱形の長手方向が上下縦方向となるよう配設して雪止
め効果を有することを特徴とする内樋の構造の発明を構成する。
【００１２】
【発明の実施の形態】
本願第１の発明の実施の形態を説明すると、前後左右に壁面を形成し、それ単独で雨水を
貯留可能な箱形を形成する受樋本体１０と、それを左右に連続させるべく結合させるジョ
イント部２０と、貯留した雨水を地下へと導くドレン部３０とから成る。
【００１３】
先ず、受樋本体１０は、底面１１の前後に前壁１２、後壁１３を配し、左右に側壁１４，
１５を配設して、上面開放の、それ単独で雨水を貯留可能な箱形に形成する。
即ち、横方向に連続させて雨水を流下させるべき従来の樋の構造を廃し、受樋本体を幾つ
かの独立した箱体に区分させるべき構造とし、そこに雨水を貯留させて、処理する構造と
する。
該前壁１２と後壁１３とは、屋根の勾配に合わせて高さに差異を設け、側壁１４，１５に
も勾配を付す。
又、該前壁１２，後壁１３には、内側又は外側に折り曲げて、屋根材との結合を図る突出
部１６，突出部１７を形成するのが望ましい。図１、図２には、折曲片を内側に屈曲させ
た場合を示したが、図４、図８～図１０には、外側に屈曲させた場合を例示した。
【００１４】
該受樋１０，１０の左右に連続する隣接部には、寒暖の差による受樋の伸縮を調整しつつ
両者の隙間埋めて漏水を防止するジョイント部２０を形成する。
該ジョイント部２０は、先ず、左右の受樋の側壁１４，１４の上側を跨ぐべく下向きコの
字状の胴体２１を形成し、該胴体２１のコの字の幅は、受樋本体１０，１０の寒暖の差に
よる熱伸縮を充分に吸収し得る幅寸法とする。
そして、該胴体２１の前に前壁１２と当接する当接片２２と、突出部１７と接するジョイ
ント折曲片２３とを形成する。
【００１５】
該ジョイント部２０は、上記形態のものを一つでも良いが、望ましくは図１に示す如く、
上下二つに分割し、コの字型胴体２１に若干の太細の違い設けて、胴体同士が摺動してス
ライド自在とし、そのスライドによって上下方向に長さ調整が可能な態様とするのが望ま
しい。
【００１６】
上記受樋本体１０は、左右いずれか一方に若干の高低差を付し、その下流の溜まり部に、
箱形の受樋本体１０に貯留した雨水を地下部に流下させるドレン３０を連結させる。
【００１７】
次に、上記内樋に関する第１の発明に対して、落ち葉等の侵入を防止する為の孔空き樋カ
バーの構造に関する第２の発明の実施の形態を説明する。
内樋とは、図３に示す如くで、軒先から若干屋根側に入った位置に雨等を収集して排出す
るトタン等で形成する受樋本体１０を配設する。
そのとき、樋の下端側には樋内側に向けて突き出る突出部１６を形成し、例えば図１，図
２の如く折曲片でも良いが、図４に示す如く葺き板１６ａに唐草と呼ばれる役物１６ｂを
つかみ込んで形成して置くのが望ましい。
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又、樋の内側上端部にも、突出部１７を形成するが、例えば図１，２の如く折曲片に形成
しても良いが、図４に示す如く屋根片から延設された上掛止片１７ａと、同様に屋根片か
ら一定間隔を保って下側に並設させる下掛止片１７ｂとから成る突出部１７を形成して置
くのが望ましい。
上記内樋は、上側が開放されているので、そこから落ち葉等が侵入し、詰まりを起こす原
因となるので、雨水を通しつつこれらを防止する有孔の樋カバー４０を配設する。
【００１８】
更に、該樋カバー４０には、該樋カバーを屋根部材に固定させる上側押さえ部材５０と下
側押さえ部材６０を配設する。
即ち、上側押さえ部材５０は、図５に示す如く、突出部の上側に載って屋根部材を上から
押さえる屋根押止片５１ａと、内樋側に入って樋カバーを上側から挟み込む上カバー挟片
５１ｂと、その中間の段部５１ｃとから成る押さえ部材上片５１と、同様に突出部の上側
に載った屋根押止片５２ａと、内樋側に載って樋カバーを下側から挟み込む下カバー挟片
５２ｂと、その中間で上記押さえ部材上片より長い段部５２ｃを形成した押さえ部材下片
５２とから成る。
このとき、該押さえ部材上片５１の段部５１ｃは必要に応じて設けるものであるが、押さ
え部材下片５２の段部５２ｃは樋カバーを挟む為に不可欠なものである。
【００１９】
下側押さえ部材６０は、屋根部材の突出部２０の下側に沿って、これを下側から押さえる
屋根押止片６０ａと、上記屋根押止片６０ａの下側に沿ってこれを支える押片６０ｂと、
ナットの回転を抑止するナット抑え片６０ｄと、中間段部６０ｅとから成る。
この上部押さえ部材５０及び下側押さえ部材６０の内樋側には、ボルト用通孔を穿設し、
該下側押さえ部材６０の通孔６０ｄは位置調整の為の長孔とする。
【００２０】
そして、上述の如く、上側押さえ部材５０及び下側押さえ部材６０の通孔には、ボルト７
０を挿通させてナット７１の締付けによって両者の結合を図るが、このとき重要なのは、
下側押さえ部材６０とナット７１との関係である。
先ず、図６及び図７に示す如く、ナット７１には、その長径（ＲA）と短径（ＲB）とが異
なる形状の異径ナットを用い、少なくとも円形ナットの使用は排する。
そして、そのナット７１の中心位置からナット抑え片６０ｄ迄の距離をＬmとしたとき、
ＲB＜Ｌm＜ＲA
の条件を満たすナット抑え片を形成しなければならない。
【００２１】
尚、受樋本体１０の上側には、当該樋カバー４０を受ける為の支持片８０を配設し、一方
が屋根材と結合し、他方が樋カバー４０を嵌入させる形態とする。
又、折曲片を外側に屈曲させた場合には、前壁１２に添わせて鈎型の掛止片１２ａを配設
し、屋根部材を屈曲させて雨仕舞いさせるのが望ましい。
【００２２】
更に、第３の樋カバー発明は、菱形に形成したエキスパンドメタルから成り、その菱形が
、図１１に示すごとく、１２×３０．５～３４×７６．２ｍｍ（横幅×縦幅）の範囲とし
、菱形の長手方向が上下縦方向となるよう配設する。
【００２３】
本発明内樋は、受樋本体及びジョイント部を、工場で一定規格の基に量産が可能であり、
予め工場生産によって生産した受樋本体等を建築現場に搬送する。そして、それを屋根部
材の受樋本体１０の内樋用凹部に形成された屋根の所定位置に据え置く。このとき、受樋
本体１０の突出部１６及び突出部１７と屋根葺きトタンとを互いに屈曲嵌合させて結合さ
せる。受樋本体１０が比較的小さい場合には、図６の如く、野地板に釘打ち等で支えるべ
く突出部１６及び突出部１７を外側に屈曲させ、受樋本体１０が大型で重い場合には、図
３の如く、周辺を柱材で支持しつつ突出部１６及び突出部１７を内側に屈曲させる。
【００２４】
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斯くして受樋本体を並列に配設した後、その並設させた受樋の隣り同士にジョイント部２
０を介設させる。
該ジョイント部２０の取り付けは、断面コの字状の胴体２１を隣接する受樋本体１０の側
壁１４，１４に跨らせて嵌入し、両者間の隙間を上側から傘のように覆う形態とし、上下
に分割させた場合には、二つの胴体２１，２１を摺動させつつ、前方の当接片２２を受樋
本体１０の前壁１２に当て、後方の当接片２３を受樋本体１０の後壁１３に当接させる。
最後に、受樋本体１０のドレン４０を所定の地下部へと導いて、本発明内樋の取り付けは
完了する。
【００２５】
そして、樋として作用させるに、降雨があった場合、傾斜した屋根から雨水が流下して受
樋本体１０へと流れ込み、これが一旦、箱型で互いに独立した受樋本体１０に貯留される
。このとき、受樋本体１０の隙間に流下した雨水は、隣接する受樋本体１０の隙間をジョ
イント部２０が塞いで、左右いずれかの受樋本体１０に導かれる。そして、該受樋本体１
０に貯留された雨水は、各受樋本体１０に個別に配設されたドレン４０によって地下部へ
と浸透する。
【００２６】
ところで、該受樋本体１０は、夏冬の季節の違い、又、昼夜の寒暖の差によって、長手方
向に熱膨張及び収縮を数ｍｍ～数ｃｍの単位で繰り返す。すると、従来の内樋では、その
動きによって結合部に亀裂等が生じてしまい、雨漏れの原因となっていた。
しかし、本発明内樋では、受樋が長手方向に伸びると、受樋本体１０は互いに独立して形
成され、両者間に隙間が介在するので、該隙間によって収縮分が吸収され、結合部での亀
裂等を起こさない。且つ、その隙間は断面下向きコの字状のジョイント胴体２１が両者間
に跨って上から覆うので、丁度傘の役割を果たし、如何に受樋本体１０に伸縮があっても
、それはジョイント部２０の下で伸縮するだけで、雨水の漏水をまったく起こさない。
又、互いに独立した受樋本体１０は、従来の連続した樋のように、一部の亀裂に対し雨水
が集中する弊害も起こさない。
【００２７】
上記内樋の施工が完了した後、更に内樋下端の役物をつかみ込んだ突出部２０を形成し、
カバー掛止部材３０を形成する。
【００２８】
次いで、下側押さえ部材６０の長孔６０ｄに沿って左右の位置を調整しつつ全体を内樋１
０側へズラして、該下側押さえ部材６０を突出部１６の下側に潜らす（図８参照）。
樋カバー４０の上側先端を、屋根片から延設された突出部１７の上掛止片１７ａ及び下掛
止片１７ｂの間に差し込み、一端上部を掛け止め状態にする。
この結果、樋カバー４０の上側は突出部１７によって支持されることになる。
【００２９】
そこで、ボルト７１の頭部を回転ドリル等の回転治具で締め付け方向に回転させる。
このとき、ナット抑え片６０ｄとナット７１とは、
ＲB＜Ｌm＜ＲA
の関係にあるので、ボルト７１の回転に従ってナット７１が従動しても、その長径側がナ
ット抑え片６０ｄに掛かり、回転が停止される。
【００３０】
ナット７１が固定された結果、該ナット７１を固定点としてボルト７１に刻設されたネジ
部螺旋に従ってナット７１が上昇運動し、その上昇に押されて、下側押さえ部材６０全体
が上昇する（図９参照）。
すると、中間段部６０ｅの先に形成された屋根押止片６０ａが突出部１６の葺き板１６ａ
及び役物１６ｂの下側から押さえ、上記上側押さえ部材５０の屋根押止片５１ａ，５２ａ
とで突出部１６を挟み込んでしっかりとこれを固定する（図１０参照）。
【００３１】
最後に、 第三の発明を説明すると、樋カバー４０の孔４１の形状は、金網系、メッシュ
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系、パンチング系鋼板等がある。
しかしこの中で降雪に対する効果を試みたところ、下表１の通りであった。
【表１】

菱形：エキスパンドメタルで菱形の孔を形成したもの
【００３２】
次に、上記エキスパンドメタルの菱形の孔４１にあって、菱形の寸法を変えて雪止め効果
の度合いを実験したところ、下表の通りであった。
【表２】

よって、図１１のごとき、菱形で且つその大きさが１２×３０．５～３４×７６．２ｍｍ
の大きさの菱形が最も望ましく、最適値は２２×５０．８ｍｍであることが判明した。
即ち、降雪があると、その底辺部は屋根からの熱及び自らの加重で一旦溶けて、それが再
度の寒さで氷化することが多い。
この時、有孔カバーでは、その孔から雪が潜り込み、そこで溶けたものが再度氷結する等
して固まり、丁度孔に杭を打ったのと同じ効果が得られるものと思料される（図１２参照
）。
そして、上記菱形の大きさが１２×３０．５～３４×７６．２ｍｍの範囲のものは、一旦
溶けたものが再度氷化する際に杭状となるに適した表面張力を有するものと考えられる。
この結果、突起等を設けることなく、菱形の孔そのものに雪の落下防止効果をもたらすこ
とができる。
【００３３】
【発明の効果】
以上の如き構成及び作用に基づいて本発明は、
（ａ）熱膨張及び収縮を繰り返しても、両者間に介在する隙間によって吸収され、且つ、
その隙間はコの字型のジョイントが両者間に跨って上から覆うので、丁度傘の役割を果た
し、雨水漏水の問題を起こさない。
（ｂ）内樋の施工が完了後、下側押さえ部材を長孔に沿って突出部の下側に潜らし、ボル
トを締め付け方向に回転させると、ナット抑え片とナットとの関係からナットが固定され
、ネジ部螺旋に従ってナットが上昇運動し、その上昇によって下側押さえ部材が上側押さ
え部材との間で突出部を挟圧し、樋カバーを自動的且つ確実に固定することができる。
（ｃ）１２×３０．５～３４×７６．２ｍｍの菱形に形成した樋カバーは、雪の底部融解
に伴って杭打ち状となり雪の落下防止の効果を奏し、（ｄ）更に、これらは組み合わされ
て多重的に効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明内樋の斜視図。
【図２】本発明ジョイント部を内樋に組み込んだ状態の一部部斜視図。
【図３】本発明内樋の縦断側面図。
【図４】　本発明内樋に樋カバーを装着した状態の縦断側面図。
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【図５】樋カバーに上側押さえ部材と下側さえ部材とを組み込んだ状態の一部切欠分解斜
視図。
【図６】抑え部材とナットとの関係を示す要部切欠側面図。
【図７】ナットの長径と短径の各態様を示す平面図。
【図８】上側押さえ部材と下側さえ部材とで樋カバーを装着する際の断面図で下側押さえ
部材を移動させる前の状態を示す縦断側面図。
【図９】同上下側押さえ部材を左方に移動させた状態を示す縦断側面図。
【図１０】下側押さえ部材で上方に締め付けた状態を示す縦断側面図。
【図１１】菱形の樋カバーを拡大的に表した一部切欠正面図。
【図１２】樋カバーが雪止め効果を発揮する状態を示す一部切欠縦断側面図。
【符号の説明】
１０　受樋本体
１１　底面
１２　前壁
１３　後壁
１４，１５　側壁
１６　突出部
１６ａ　葺板
１６ｂ　役物
１７　カバー掛止部材
１７ａ　上掛止片
１７ｂ　下掛止片
２０　ジョイント部
２１　胴体
２２　当接片
２３　ジョイント折曲片
３０　ドレン
４０　樋カバー
５０　上側押さえ部材
５１　押さえ部材上片
５１ａ　屋根押止片
５１ｂ　カバー挟片
５１ｃ　段部
５１ｄ　ボルト用通孔
５２　押さえ部材下片
５２ａ　屋根押止片
５２ｂ　カバー挟片
５２ｃ　段部
５２ｄ　ボルト用通孔
６０　下側押さえ部材
６０ａ　屋根押さえ片
６０ｂ　押片
６０ｃ　通孔
６０ｄ　ナット抑え片
６０ｅ　中間段部
７０　ボルト
７１　ナット
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